
中
日
戯
曲
に
お
け
る
異
類
婚
姻
謹

『
白
蛇
伝
』
と

『
娘
道
成
寺
』
と

『
盧
屋
道
満
大
内
鑑
』
を
め
ぐ
っ
て

呉

色

曲
豆

は
じ
め
に

　
伝
説
と
神
話
と
昔
話
の
世
界
か
ら
、
中
国
で
は
、
三
国
…
唐
、
宋
－
清
を
経

て
、
日
本
で
は
、
中
世
と
近
此
を
経
て
、
文
学
作
品
が
沢
山
誕
生
し
た
。
伝
説

と
神
話
と
昔
話
の
主
体
と
な
る
「
異
類
婚
姻
課
」
の
一
部
も
こ
れ
ら
の
作
品
に
、

大
き
な
影
響
を
与
え
、
更
に
、
戯
曲
の
題
材
を
豊
富
に
す
る
の
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
異
類
婚
姻
謂
は
時
代
を
辿
り
な
が
ら
、
素
朴
な
言
い
伝
え
か
ら
、

宗
教
的
、
倫
理
的
思
想
を
内
包
す
る
も
の
と
変
わ
り
、
更
に
、
物
語
性
が
成
長

し
、
愛
情
を
も
テ
ー
マ
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ

の
成
長
す
る
過
程
に
お
い
て
、
特
に
、
戯
曲
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
異
類
婚
姻

謂
は
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
が
本
来
の
意
図
か
ら
離
脱
し
、
時
代
思
潮
に
沿
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
異
類
婚
姻
謂
は
古
く
、
か
つ
あ
ら
ゆ
る

文
化
段
階
・
諸
民
族
の
間
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
と
中
国
の
同
類
作

　
　
　
　
　
中
日
戯
曲
に
お
け
る
異
類
婚
姻
謹

晶
は
、
時
代
的
に
も
、
距
離
的
に
も
互
い
に
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。

、
異
類
婚
と
古
典
文
学
と
の
関
連

　
異
類
婚
の
戯
曲
に
お
け
る
展
開
を
考
察
す
る
に
は
、
先
ず
、
「
異
類
婚
姻
謂
」

を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
っ
い
て
、
野
村
純
一
氏
が
こ
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
「
異
類
婚
姻
課
は
昔
話
の
一
群
を
指
す
用
語
。
人
間
と
人
問
以

外
の
も
の
と
の
婚
姻
、
も
し
く
は
そ
の
性
的
な
交
渉
を
基
軸
に
展
開
す
る
昔
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

群
を
言
う
。
広
く
説
話
の
一
般
に
も
適
用
さ
れ
る
」
。
異
類
婚
の
型
を
考
察
す

れ
ば
、
主
に
人
問
の
女
と
異
類
の
男
と
の
交
渉
を
説
く
型
、
ま
た
、
そ
れ
と
は

逆
に
人
間
の
男
と
異
類
の
女
と
の
交
渉
を
説
く
型
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
か
ら
い
っ
て
、
前
者
は
異
類
の
知
耳
入
り
と
い
っ
た
形

式
を
取
り
、
後
者
は
異
類
の
嫁
入
り
と
い
っ
た
形
式
を
取
る
。
「
真
の
意
味
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
中
日
戯
曲
に
お
け
る
異
類
婚
姻
課

昔
話
は
い
ず
れ
も
、
婚
姻
と
結
び
っ
く
。
婚
姻
謂
は
幸
福
な
結
婚
に
終
わ
る
も

の
と
悲
劇
的
結
末
に
終
わ
る
も
の
と
の
二
つ
の
形
式
が
あ
る
。
後
者
の
形
式
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
問
と
動
物
、
も
し
く
は
超
自
然
な
も
の
と
の
婚
姻
に
み
ら
れ
る
が
…
…
」
と

関
敬
吾
氏
が
語
っ
て
い
る
。
日
本
の
昔
話
の
中
で
、
動
物
が
主
要
な
行
為
者
と

し
て
現
れ
、
い
わ
ゆ
る
動
物
昔
話
が
量
に
於
い
て
、
か
な
り
多
く
、
そ
の
内
容

も
多
様
で
、
変
化
に
富
み
か
つ
複
雑
で
あ
る
。
動
物
昔
話
の
中
で
、
異
類
婚
姻

謹
も
多
数
を
占
め
る
。

　
異
類
婚
姻
講
の
最
古
の
例
が
『
古
事
記
』
に
出
て
い
る
。
「
三
輸
山
神
話
」

は
人
間
の
女
性
と
異
類
と
の
交
渉
を
説
く
い
わ
ゆ
る
異
類
知
耳
の
最
古
の
例
で
あ

る
。
こ
の
話
は
婚
姻
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
異
類
と
の
性
的
交
渉
を
い
っ
て

い
る
。
「
豊
玉
昆
売
命
の
神
話
」
は
異
類
女
房
の
最
古
の
例
で
あ
る
。
こ
の
話

は
「
三
輸
山
神
話
」
と
は
違
い
、
異
類
と
の
性
的
交
渉
だ
け
で
な
く
、
豊
玉
昆

売
命
と
そ
の
夫
の
火
遠
理
命
の
恋
の
歌
は
人
問
と
異
類
と
の
愛
情
を
表
し
、
恋

愛
を
も
テ
ー
マ
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
御
伽
草
子
に
お
い
て
、
有
名
な
『
鶴
の
草
子
』
は
そ
の
発
端
が
昔
話
「
鶴
女

房
」
型
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
『
蛤
の
草
子
』
は
昔
話
の
「
蛤
女
房
」
と
の
交
渉

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
狐
の
子
孫
と
称
し
て
、
狐
妻
の
話
を
伝
え
て
い
る
の
は
、
古
く
は
『
日
本
霊

異
記
』
巻
上
ノ
ニ
「
狐
為
妻
令
生
子
縁
」
に
見
え
る
。
こ
の
狐
妻
の
話
の
中
で

も
、
人
間
と
異
類
と
の
愛
情
も
歌
に
よ
っ
て
、
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
中
国
の
六
朝
時
代
に
多
く
の
志
怪
小
説
、
唐
代
以
後
に
伝
奇
小
説
が
生
ま
れ

た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
近
世
に
於
い
て
も
、
歴
大
な
数
の
怪
異
小
説
が
生

ま
れ
た
。
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
が
そ
の
代
表
で
あ
る
が
、
『
雨
月
物
語
』

に
は
、
中
国
小
説
を
日
本
の
話
に
翻
案
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
近
世
の

怪
異
小
説
が
中
国
の
怪
異
小
説
の
影
響
を
受
け
て
、
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
太
平
百
物
語
』
に
は
、
動
物
の
怪
事
が
圧
倒
的
に
多
い
。
全
体
の
三
分
の

二
が
動
物
の
話
で
あ
る
。
猫
の
話
の
中
に
、
女
に
化
け
て
い
た
古
猫
が
そ
の
正

体
を
見
破
っ
た
男
を
恨
み
殺
す
話
が
あ
る
（
巻
二
「
本
行
院
の
猫
女
に
化
け
し

事
」
）
。
そ
の
他
に
、
幽
霊
、
異
形
の
も
の
の
話
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　
『
新
御
伽
碑
子
』
の
第
八
話
の
「
遊
女
猫
分
食
」
は
猫
の
化
け
た
美
男
と
契

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
猫
分
と
異
名
さ
れ
て
面
目
を
失
っ
た
遊
女
の
話
で
あ
る
。

　
『
拾
遺
御
伽
碑
子
』
（
『
古
今
百
物
語
』
）
の
巻
四
「
怪
に
逢
う
て
淫
欲
を
戒

む
」
は
一
念
発
起
、
男
が
仏
門
に
帰
依
し
て
正
道
に
つ
く
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
日
本
近
世
の
怪
異
小
説
の
中
に
、
『
勢
燈
新
話
』
『
竜
城
録
』
『
霊
鬼
志
』
『
才

鬼
記
』
『
今
古
奇
観
』
な
ど
の
中
国
怪
異
小
説
に
拠
っ
た
も
の
が
多
数
を
占
め

る
。
異
類
婚
の
題
材
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
中
で
も
、
幽
霊
説
話
が
圧
倒
的

に
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
動
物
説
話
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　
一
方
、
中
国
古
典
文
学
に
お
い
て
、
異
類
と
人
間
と
の
交
渉
は
極
め
て
古
い

時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
異
類
は
動
物
で
あ
る
場
合
は
、
狩
猟
の
対

象
と
し
て
、
家
畜
と
し
て
、
愛
玩
用
と
し
て
、
ま
た
畏
怖
や
嫌
悪
の
対
象
と
し



て
、
更
に
信
仰
の
領
域
に
於
い
て
、
人
問
と
動
物
と
の
関
係
は
極
め
て
複
雑
で

あ
り
、
話
も
ま
た
こ
れ
を
反
映
し
て
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
中
国
で

は
、
異
類
婚
は
昔
か
ら
昔
話
の
主
要
な
題
材
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
間
と
異
類
と
の
愛
の
テ
ー
マ
が
、
三
国
－
唐
、
宋
－
清
を
経
て
生
ま
れ
た

文
学
作
晶
の
中
で
、
よ
く
見
ら
れ
る
。
異
類
婚
説
話
が
物
語
文
学
と
し
て
、
発

展
し
、
定
着
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
捜
神
記
』
だ
け
で
も
、
人
問
と
動

物
・
幽
鬼
と
の
結
婚
、
恋
愛
の
話
が
多
数
見
ら
れ
る
。

　
巻
一
所
載
の
神
女
が
機
を
織
っ
て
、
董
永
の
借
金
の
返
済
を
助
け
る
話
が
京

劇
の
有
名
な
「
天
仙
配
」
の
原
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
は
不
思
議
さ
、
物
珍

し
さ
が
生
命
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。
六

朝
志
怪
の
中
に
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
の
物
語
に
類
似
す
る
話
も
か
な
り
多
い

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
は
人
間
と
神
女
と
の
交
渉
で
あ
る
ゆ
え
に
、
不
幸

な
結
末
に
終
わ
る
の
が
っ
ね
で
あ
る
が
、
そ
の
主
題
は
広
い
意
味
で
の
男
女
の

愛
情
で
あ
る
。
こ
う
し
た
異
類
と
の
愛
情
を
主
題
に
す
る
話
が
生
ま
れ
た
の
も
、

こ
の
時
代
の
人
々
の
考
え
が
変
化
し
、
男
女
の
愛
情
と
い
っ
た
も
の
に
価
値
を

認
め
る
よ
う
に
な
り
、
異
類
婚
を
題
材
と
す
る
物
語
は
す
で
に
成
熟
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
六
朝
志
怪
」
に
は
、
人
間
が
動
物
の
助
け
に
よ
っ
て
、
一

う
話
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
異
類
婚
の
話
に
は
な
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
　
中
日
戯
曲
に
お
け
る
異
類
婚
姻
謂

家
を
興
す
と
い

動
物
が
人
問
を

助
け
る
過
程
に
於
い
て
、
動
物
の
ほ
う
が
い
っ
も
、
人
間
の
妻
の
役
を
演
じ
る
。

巻
五
の
謝
瑞
の
話
は
日
本
の
「
た
に
し
の
女
房
」
と
同
型
の
話
で
あ
る
。
『
里

見
八
犬
伝
』
の
始
め
の
と
こ
ろ
は
『
捜
神
記
』
巻
十
四
の
「
蛮
夷
の
起
源
」
に

拠
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
中
国
古
典
文
学
に
お
い
て
、
異
類
婚
を
題
材
に
し
た
話
の
中
で
、
動
物
は
時

に
畏
敬
や
親
愛
の
対
象
と
し
て
、
崇
拝
さ
れ
た
り
、
親
し
ま
れ
た
り
し
、
時
に

畏
怖
や
嫌
悪
の
対
象
と
し
て
、
恐
れ
ら
れ
た
り
、
嫌
わ
れ
た
り
す
る
。
動
物
の

精
が
人
問
を
脅
か
し
、
危
害
を
加
え
る
と
さ
れ
る
話
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
異

類
婚
の
説
話
・
物
語
は
次
の
幾
っ
か
の
傾
向
の
戯
曲
・
小
説
に
発
展
す
る
。

　
＊
一
　
動
物
の
精
が
美
女
に
化
け
て
、
男
を
誘
惑
し
、
危
害
を
加
え
る
話
。

　
　
　
人
問
に
嫌
わ
れ
、
恐
れ
ら
れ
る
蛇
や
狐
な
ど
が
登
場
す
る
。

　
＊
二
　
神
女
と
若
者
の
恋
愛
の
話
。
天
人
が
登
場
し
、
若
者
を
助
け
る
。
結

　
　
　
局
上
帝
に
命
じ
ら
れ
、
連
れ
戻
さ
れ
る
。

　
＊
三
　
動
物
報
恩
の
話
。
動
物
が
心
の
優
し
い
青
年
に
助
け
ら
れ
、
美
女
に

　
　
　
化
け
て
、
嫁
に
来
る
。

　
＊
四
　
幽
鬼
や
植
物
の
精
と
人
間
と
の
恋
愛
の
話
。

　
＊
一
と
し
て
は
、
明
の
嘉
靖
年
問
に
、
洪
櫃
が
刻
し
た
『
清
平
山
堂
話
本
』

所
収
の
「
西
湖
三
塔
記
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
「
西
湖
三
塔
記
」
は
拙
論
で
こ

れ
か
ら
中
心
に
論
じ
る
『
白
蛇
伝
』
の
原
拠
で
あ
る
が
、
『
白
蛇
伝
』
は
そ
の

上
、
更
に
発
展
し
、
モ
チ
ー
フ
を
明
確
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
中
日
戯
曲
に
お
け
る
異
類
婚
姻
謂

　
「
南
宋
の
淳
熈
年
問
（
一
一
七
四
－
一
一
八
九
）
、
桑
宣
賛
と
い
う
青
年
が
清

明
節
に
、
西
湖
の
ほ
と
り
で
道
に
迷
っ
た
白
卯
奴
と
い
う
名
の
少
女
を
救
い
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
少
女
の
母
で
白
衣
の
婦
人
、
祖
母
で
黒
衣
の
老

婆
と
知
り
合
い
に
な
る
。
青
年
は
そ
の
白
衣
の
婦
人
と
半
月
ほ
ど
同
居
す
る
が
、

何
と
彼
女
に
生
肝
を
取
っ
て
喰
わ
れ
よ
う
と
す
る
所
を
、
あ
や
う
く
少
女
に
救

わ
れ
て
家
に
戻
る
。
一
年
余
り
の
ち
、
今
度
は
黒
衣
の
老
婆
と
偶
然
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
無
理
や
り
連
れ
戻
さ
れ
て
夫
婦
と
な
り
、
半
月
後
ま
た
取
り
殺
さ

れ
そ
う
に
な
り
、
同
じ
様
に
少
女
に
助
け
ら
れ
る
。
後
に
道
士
の
叔
父
が
こ
の

三
人
を
取
り
押
さ
え
て
み
る
と
、
少
女
は
実
は
鶏
の
、
白
衣
の
母
は
白
蛇
の
、

黒
衣
の
祖
母
は
獺
の
化
け
物
で
あ
り
、
そ
こ
で
三
っ
の
化
け
物
を
西
湖
の
三
塔

に
封
じ
込
め
た
」
。

　
そ
れ
ま
で
、
か
つ
て
は
神
霊
の
化
身
と
し
て
、
崇
敬
さ
れ
た
動
物
は
、
こ
の

時
代
に
な
る
と
、
人
問
に
恐
れ
ら
れ
た
り
、
憎
ま
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
「
人
と
異
類
が
潭
然
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
世
に

生
き
て
い
る
」
と
い
う
観
念
は
だ
ん
だ
ん
薄
く
な
り
、
人
間
が
こ
の
世
の
主
体

で
あ
る
と
、
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
国
－
唐
（
中
世
）
か

ら
、
宋
－
清
（
近
世
）
ま
で
、
異
類
婚
の
話
は
伝
説
・
神
話
か
ら
、
だ
ん
だ
ん

恋
愛
文
学
に
変
容
し
て
い
き
、
た
だ
の
単
純
な
昔
話
か
ら
、
倫
理
・
思
想
の
宣

揚
の
手
段
と
な
り
、
更
に
、
人
間
と
異
類
と
の
問
の
恋
愛
心
理
の
描
写
に
よ
り
、

人
問
同
士
の
愛
情
を
意
味
す
る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
封
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

社
会
に
お
い
て
の
恋
愛
文
学
を
補
充
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
思
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
題
材
は
中
世
以
後
誕
生
し
た
中
国
戯
曲
の
脚
本
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
な

り
、
一
般
庶
民
に
愛
さ
れ
、
普
遍
的
に
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

二
、

『
白
蛇
伝
』
と

鑑
』
の
成
立

『
娘
道
成
寺
』
と

『
盧
屋
道
満
大
内

　
〈
一
Ｖ
、
『
白
蛇
伝
』
と
『
娘
道
成
寺
』

　
京
劇
に
お
い
て
、
異
類
婚
の
代
表
作
は
何
と
言
っ
て
も
、
『
白
蛇
伝
』
で
あ

る
。
京
劇
の
多
く
の
異
類
婚
の
作
晶
の
中
で
、
『
白
蛇
伝
』
は
典
型
的
な
異
類

女
房
の
型
で
あ
る
。
『
白
蛇
伝
』
は
南
宋
の
『
清
平
山
堂
話
本
』
所
収
の
「
西

湖
三
塔
記
」
に
典
拠
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
明
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
－
一

五
六
六
）
の
人
、
田
汝
成
の
『
西
湖
遊
覧
志
』
巻
三
、
「
俗
伝
の
湖
中
に
白
蛇

青
魚
の
両
怪
有
り
、
塔
下
に
鎮
圧
さ
る
」
と
。
と
い
う
の
は
、
極
め
て
簡
単
な

記
述
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
頃
既
に
白
蛇
と
青
魚
（
『
白
蛇
伝
』
の
小
青
に

あ
た
る
）
が
こ
の
塔
の
下
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
。

　
「
西
湖
三
塔
記
」
（
前
章
で
例
に
取
り
上
げ
た
）
は
た
だ
の
動
物
が
人
問
に
危

害
を
加
え
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
話
で
あ
る
。
『
白
蛇
伝
』
の
原
型
と
言
え
る
が
、

あ
く
ま
で
も
、
怪
異
を
怪
異
と
し
て
の
み
描
く
方
向
に
あ
る
。
男
と
「
女
」
の

出
会
い
と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も
の
と
は
程
遠
く
、
当
時
の
青
年
の
眼
か
ら



見
て
も
、
白
衣
の
婦
人
は
「
女
」
と
し
て
で
は
な
く
、
妖
怪
と
し
て
の
み
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
白
蛇
の
物
語
は
明
末
に
儒
夢
竜
に
よ
っ
て
山
山
版
さ
れ
た
『
警
世
埋
言
』

の
”
白
娘
子
永
鎮
雷
峰
塔
”
と
「
西
湖
佳
話
」
の
”
雷
峰
怪
跡
”
は
「
西
湖
三

塔
記
」
を
も
と
に
、
更
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
、
筋
が
複
雑
で
、
モ
チ
ー
フ
が

明
確
な
も
の
に
変
わ
っ
た
。

　
「
西
湖
三
塔
記
」
か
ら
「
白
娘
子
永
鎮
雷
峰
塔
」
ま
で
、
白
娘
子
は
人
間
に

危
害
を
加
え
る
た
だ
の
非
情
の
異
類
か
ら
、
愛
情
に
満
ち
た
人
間
性
の
あ
る
妖

怪
に
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
は
、
更
に
新
し
い

動
き
が
見
ら
れ
る
。

　
清
の
方
成
培
氏
は
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に
、
戯
曲
に
改
作
し
た
。
改
作

さ
れ
た
『
雷
峰
塔
伝
奇
』
の
中
の
白
娘
子
に
対
し
て
、
我
々
は
”
畜
生
の
く
せ

に
〃
と
怒
る
よ
り
も
、
人
問
の
男
に
惚
れ
て
、
人
の
世
に
惚
れ
て
、
惚
れ
ぬ
い

た
女
に
同
情
し
た
く
な
る
。

　
そ
の
概
要
を
み
て
み
よ
う
。

　
峨
媚
山
で
長
年
修
練
し
た
白
雲
仙
は
白
蛇
の
化
身
で
あ
る
。
人
の
世
を
羨
み
、

杭
州
の
西
湖
に
来
て
、
西
湖
で
修
練
す
る
蛇
の
精
　
　
ハ
青
と
、
美
女
と
そ
の

侍
女
に
化
け
、
西
湖
で
若
い
男
の
許
宣
と
出
会
い
結
婚
す
る
。
金
山
寺
の
法
海

和
尚
は
仏
戒
　
　
人
と
畜
生
は
一
緒
に
共
に
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
捷
を
理

由
に
、
仲
を
裂
こ
う
と
す
る
。
端
午
の
節
句
、
白
娘
子
は
雄
黄
酒
を
飲
ま
さ
れ
、

　
　
　
　
　
中
日
戯
曲
に
お
け
る
異
類
婚
姻
謂

正
体
を
現
す
。
許
宣
は
そ
れ
を
見
て
気
を
失
う
。
白
娘
子
は
嵩
山
の
仙
人
か
ら
、

還
魂
草
を
も
ら
い
、
許
宣
の
命
を
助
け
る
。
法
海
は
あ
き
ら
め
ず
、
許
宣
を
金

山
寺
に
誘
い
、
監
禁
す
る
。
夫
を
捜
し
に
来
た
白
娘
子
と
闘
い
、
最
後
に
彼
女

を
雷
峰
塔
の
下
に
埋
め
る
。

　
清
代
の
初
め
に
生
ま
れ
た
天
の
摂
理
・
前
世
の
宿
縁
と
い
う
説
は
中
国
人
従

来
の
好
き
な
考
え
方
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
二
人
が
現
世
で
結
ば
れ
る
の
も
離

れ
る
の
も
前
世
の
縁
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
清
に
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
相
次
い

で
戯
曲
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
た
。
戯
曲
に
改
作
さ
れ
た
も
の
は
『
雷
峰
塔
伝

奇
』
と
大
体
同
じ
筋
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
京
劇
本
『
白
蛇
伝
』
は
、
以
上
触
れ
て
来
た
物
語
を

も
と
に
、
い
く
つ
も
の
作
品
の
積
み
重
ね
の
上
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
雷
峰
塔
伝
奇
』
と
く
だ
り
は
大
体
同
じ
で
あ
る
が
、
違
う
点
は
前
世
の
因
縁

な
ど
と
い
う
考
え
や
鬼
気
や
妖
気
な
ど
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、

新
中
国
の
誕
生
一
一
九
四
九
年
一
後
の
京
劇
本
で
は
、
い
ろ
い
ろ
話
の
展
開
が

あ
る
が
、
民
衆
に
最
も
喜
ば
れ
た
の
は
、
法
海
に
代
表
さ
れ
る
為
政
者
の
圧
迫

に
抗
し
て
、
自
由
と
幸
福
を
あ
く
ま
で
追
求
す
る
二
人
の
姿
を
描
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
皇
帝
、
官
僚
の
圧
制
に
苦
し
ん
で
い
た
民
衆
の
気
持
ち
が
伺
わ
れ
る

次
第
で
あ
る
。

　
白
娘
子
が
妖
怪
と
し
て
の
要
素
を
捨
て
、
人
問
ら
し
い
愛
情
を
備
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
新
中
国
の
劇
作
家
田
漢
氏
（
一
八
九
八
－
一
九
六
八
）
は
京
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二



　
　
　
　
　
中
日
戯
曲
に
お
け
る
異
類
婚
姻
謹

『
白
蛇
伝
』
の
序
で
、
「
白
蛇
伝
は
中
国
の
民
問
で
、
長
い
間
流
伝
し
て
き
た
神

話
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
は
じ
め
は
恐
怖
を
我
々
に
抱
か
せ
る
よ
う
な
色
彩

を
な
お
若
干
は
帯
び
て
い
た
が
、
徐
々
に
、
優
美
な
も
の
へ
と
変
化
し
、
物
語

の
主
人
公
は
一
層
愛
ら
し
く
、
一
層
人
々
に
同
情
さ
れ
る
に
値
す
る
姿
に
変
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
き
た
の
で
あ
る
」
と
今
日
の
『
白
蛇
伝
』
の
性
質
を
語
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
雅
文
小
説
の
代
表
作
　
　
　
『
雨
月
物
語
』
に
は
、
拙
論
の
第
一
章
で

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
小
説
の
翻
案
も
の
が
多
い
。
そ
の
な
か
で
、

最
も
良
く
知
ら
れ
た
「
蛇
性
の
婬
」
は
『
警
世
通
言
』
の
「
白
娘
子
永
鎮
雷
峰

塔
」
と
「
西
湖
佳
話
」
の
”
雷
峰
怪
跡
〃
か
ら
翻
案
さ
れ
て
い
る
。
筋
が
ほ
と

ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
真
女
児
（
白
娘
子
）
は
法
海
和
尚
に
調
伏

さ
れ
、
蛇
の
本
身
に
戻
ら
せ
、
鉢
に
収
め
て
、
”
永
久
に
世
に
出
る
な
”
と
道

成
寺
の
堂
前
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
秋
成
独
特
の
筆
の
運
び
で
不
気
味
に
仕

立
て
ら
れ
て
い
る
。
上
田
秋
成
は
こ
こ
で
道
成
寺
を
邪
淫
を
封
じ
込
め
る
仏
門

の
代
表
に
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
こ
で
「
道
成
寺
」
が
出
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
白
蛇
伝
』
に
貫
か
れ
て
い
る
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
は
秋
成
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
歌
舞
伎
本
に
お
い
て
、
唯
一
の
蛇
の
話
、
女
の
執
心
と
邪
淫
を
描

い
た
『
白
蛇
伝
』
と
同
じ
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
い
る
「
道
成
寺
物
」
に

触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
「
道
成
寺
物
」
は
日
本
の
近
世
文
芸
に
著
し
い
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

を
与
え
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
道
成
寺
ほ
ど
、
芸
能
や
文
芸
の
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

流
れ
に
な
っ
た
テ
ー
マ
は
な
い
」
と
増
田
正
造
氏
が
語
っ
て
い
る
。
歌
舞
伎
の

道
成
寺
物
は
能
の
『
道
成
寺
』
か
ら
出
発
し
た
舞
踏
劇
で
、
『
白
蛇
伝
』
の
、

蛇
が
人
間
に
化
け
、
人
問
と
契
る
の
に
札
し
て
、
人
問
は
男
を
慕
い
、
そ
の
執

心
が
怨
念
と
化
し
、
蛇
に
な
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
日
本
の
動
物
説
話
と
近
世

怪
異
小
説
に
お
い
て
、
「
人
が
蛇
に
な
る
」
も
の
も
多
く
、
こ
れ
は
他
と
違
っ

て
、
人
問
と
蛇
と
の
特
殊
な
相
互
関
係
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
話
は
ほ
と
ん
ど
女
性
の
執
心
の
発
現
を
多
様
に
捉
え
て
い
る
。
蛇
は
恐
ろ
し

く
て
、
執
念
深
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
謡
曲
の
『
道
成
寺
』
の
出
典
は
も
と
僧
鎮
源
が
長
久
元
年
撰
ん
だ
白
本
法
華

験
記
か
ら
出
て
、
今
昔
物
語
集
・
元
享
釈
書
、
道
成
寺
絵
詞
な
ど
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
伝
説
文
芸
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
を
あ
げ
れ

ば
、
そ
の
巻
十
四
「
紀
伊
国
道
成
寺
僧
写
法
花
救
蛇
話
」
に
出
て
い
る
。

　
原
典
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
描
く
若
い
未
亡
人
の
愛
欲
を
、
謡
曲
の
『
道
成

寺
』
の
中
で
、
無
邪
気
な
少
女
の
一
念
に
変
更
さ
れ
た
。

　
『
娘
道
成
寺
』
は
歌
舞
伎
の
道
成
寺
物
の
決
定
版
で
、
そ
の
筋
は
、
道
成
寺

伝
説
の
後
日
謂
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
白
拍
子
に
化
け
た
清
姫
の
亡
霊
が
道

成
寺
に
鐘
供
養
が
あ
る
と
聞
き
、
舞
に
こ
と
よ
せ
て
か
っ
て
男
を
隠
し
た
恨
み

の
鐘
に
飛
び
入
り
、
蛇
体
に
な
っ
て
現
れ
る
が
、
押
戻
し
に
よ
っ
て
屈
服
さ
せ

ら
れ
る
と
い
う
内
容
。
蛇
性
の
婬
と
言
え
ば
、
『
白
蛇
伝
』
の
白
娘
子
と
『
道



成
寺
』
の
清
姫
と
と
も
に
名
高
い
も
の
で
あ
る
。
『
白
蛇
伝
』
と
『
道
成
寺
』

は
伝
説
的
世
界
か
ら
発
展
し
た
劇
と
し
て
は
、
両
方
と
も
神
話
的
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
と
絡
み
合
い
な
が
ら
、
も
う
一
つ
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
も
貫
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
お
い
て
の
両
者
の
持
っ
て
い
る
共
通
の
要
素
を
み
て
み
た
い

と
田
■
つ
。

　
ま
ず
、
『
白
蛇
伝
』
は
も
と
も
と
、
仏
教
の
伝
導
の
た
め
の
作
品
で
、
法
海

と
い
う
「
高
徳
」
の
僧
が
白
蛇
の
精
に
魅
せ
ら
れ
た
許
宣
を
法
力
に
よ
っ
て
、

救
お
う
と
し
、
最
終
的
に
は
勝
利
を
収
め
る
と
い
う
側
面
を
備
え
、
作
品
は
人

間
と
妖
怪
と
仏
教
の
三
者
の
関
係
に
よ
っ
て
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。
仏
法
は
邪

神
が
人
を
惑
わ
す
こ
と
を
許
さ
ず
、
最
終
に
勝
っ
と
い
う
の
が
そ
の
主
旨
で
あ

る
。
変
容
の
過
程
に
お
い
て
、
白
娘
子
の
妖
怪
の
性
質
と
恐
ろ
し
さ
が
な
く
な

り
、
自
由
と
幸
福
と
を
追
求
す
る
た
め
に
、
法
海
と
闘
う
勇
敢
で
、
可
憐
な
存

在
と
変
わ
っ
た
。
他
人
の
意
見
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
許
宣

も
白
娘
子
と
の
愛
情
を
大
事
に
し
、
法
海
和
尚
に
「
お
前
は
妖
魔
に
食
わ
れ
て

し
ま
う
ぞ
」
と
脅
か
さ
れ
な
が
ら
も
、
白
娘
子
の
も
と
へ
帰
る
。
法
海
は
仏
教

の
化
身
と
し
て
、
二
人
の
仲
を
さ
こ
う
と
す
る
冷
酷
さ
が
憎
た
ら
し
く
な
り
、

仏
教
に
お
い
て
の
合
理
性
を
有
す
る
「
人
と
畜
生
は
共
に
い
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
命
題
は
疎
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

白
娘
子
は
最
後
、
法
海
に
雷
峰
塔
の
下
に
埋
め
ら
れ
る
運
命
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
『
白
蛇
伝
』
の
「
仏
法
無
辺
」
の
主
旨
、
す
な
わ
ち
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仏
教
的
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
も
の
と
見
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
『
娘
道
成
寺
』
は
女
の
嫉
妬
邪
淫
を
描
い
た
深
刻
な
も
の
か
ら
、
無
邪

気
な
少
女
が
父
の
冗
談
を
信
じ
た
た
め
の
恋
慕
と
し
て
、
我
々
の
同
情
を
誘
う

も
の
と
な
り
、
作
品
も
山
伏
一
登
場
し
て
い
な
い
が
一
と
白
拍
子
と
鐘
の
三
者

の
関
係
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
が
始
終
貫
か
れ
て
い
る
。

　
白
拍
子
が
登
場
し
、
四
人
の
僧
と
の
会
話
の
中
に
、
次
の
セ
リ
フ
が
出
て
く

る
。　

白
拍
　
色
即
是
空
、
空
即
是
色
…
…
鐘
の
供
養
は
、

　
四
人
　
広
大
無
辺
、

　
こ
こ
で
は
、
四
人
の
僧
が
白
拍
子
に
「
鐘
の
供
養
は
広
大
無
辺
」
と
教
え
て

い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
「
仏
法
無
辺
」
と
戒
め
て
い
る
と
一
言
っ
て
よ

い
の
で
あ
ろ
う
。

　
恋
に
裏
切
ら
れ
た
女
の
悲
し
さ
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
そ
の
怨
念
の
激
し
さ

を
表
現
す
る
白
拍
子
の
舞
に
伴
う
長
唄
に
出
て
く
る
「
諸
行
無
常
…
…
生
滅
法

…
－
生
滅
滅
己
…
…
寂
滅
為
楽
…
…
」
は
い
か
に
も
、
作
品
の
仏
教
的
モ
チ
ー

フ
に
ふ
さ
わ
し
い
唄
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
。

　
白
娘
子
が
法
海
に
「
永
久
に
世
に
出
る
な
」
と
蛇
の
本
身
に
戻
さ
れ
、
雷
峰

塔
の
下
に
埋
め
ら
れ
た
運
命
と
同
じ
く
、
白
拍
子
は
寺
僧
達
の
必
死
の
祈
り
で

蛇
体
と
変
り
、
日
高
川
に
飛
び
入
る
。
こ
れ
で
、
白
娘
子
と
白
拍
子
の
い
わ
ゆ

る
恋
に
狂
っ
た
女
の
執
念
が
仏
法
に
よ
り
永
遠
に
鎖
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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白
娘
子
の
大
敵
の
法
海
と
白
拍
子
の
恨
み
の
鐘
は
作
品
の
中
で
、
い
ず
れ
も
、

仏
教
的
存
在
で
あ
る
。
許
宣
は
白
娘
子
を
埋
め
た
塔
の
前
で
、
頭
を
剃
っ
て
僧

と
な
り
、
仏
門
に
帰
依
し
た
が
、
山
伏
は
鐘
の
中
で
、
蛇
の
毒
気
に
焼
き
溶
か

さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
か
ら
、
更
に
『
白
蛇
伝
』
と
『
娘
道
成
寺
』
が
同
じ
く

持
っ
て
い
る
「
色
即
是
空
・
空
即
是
色
」
と
い
う
女
色
の
戒
め
に
焦
点
を
合
わ

せ
た
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
〈
二
〉
、
『
白
蛇
伝
』
と
『
蔵
屋
道
満
大
内
鑑
』

　
『
薦
屋
道
満
大
内
鑑
』
は
狐
が
人
妻
と
な
っ
た
後
、
故
郷
へ
帰
っ
て
行
く
と

い
う
劇
化
で
、
異
類
婚
姻
の
物
語
と
し
て
、
日
本
の
戯
曲
の
上
で
も
、
特
異
な

存
在
と
い
え
る
。
享
保
十
九
年
書
き
下
ろ
さ
れ
た
浄
瑠
璃
で
、
作
者
は
竹
田
出

雲
で
あ
る
。
五
段
つ
づ
き
の
王
代
物
で
、
全
編
の
筋
は
、
東
宮
の
外
戚
左
大
将

元
方
の
叛
逆
に
発
す
る
御
家
騒
動
で
あ
る
が
、
眼
目
は
葛
の
葉
に
化
け
た
狐
が

安
倍
保
名
と
の
問
に
も
う
け
た
一
子
が
、
陰
陽
師
安
倍
晴
明
と
な
る
と
い
う
。

生
い
立
ち
の
説
き
明
か
し
に
あ
る
。
今
も
歌
舞
伎
で
始
終
上
演
さ
れ
る
清
元
の

「
保
名
」
は
、
保
名
が
恋
人
の
榊
の
前
が
自
殺
し
た
の
で
、
悲
し
み
の
あ
ま
り

発
狂
し
、
そ
の
小
袖
を
抱
き
し
め
な
が
ら
信
田
の
森
を
さ
ま
よ
い
歩
く
振
り
事

で
あ
る
。
『
大
内
鑑
』
（
廣
屋
道
満
大
内
鑑
の
略
、
以
下
同
じ
）
は
古
浄
瑠
璃
の

「
信
太
妻
」
を
粉
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
大
内
鑑
』
の
少
し
前
に
、
紀
ノ
海
音
が
同
じ
題
材
を
扱
っ
て
「
信
太
ノ
森
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女
占
い
Ｌ
と
い
う
浄
瑠
璃
を
揃
え
て
い
る
。
『
大
内
鑑
』
の
今
一
つ
前
の
創
作

物
に
あ
た
っ
て
見
る
と
、
角
太
夫
節
の
正
本
に
、
表
題
が
「
信
太
妻
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
。

　
狐
は
日
本
の
昔
話
や
伝
説
及
び
文
学
作
品
の
中
で
極
め
て
変
化
に
富
ん
だ
行

動
を
し
、
複
雑
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
動
物
で
あ
る
。
人
問
と
の
交
渉
の
主
題

は
極
め
て
古
い
。
『
大
内
鑑
』
は
古
浄
瑠
璃
を
粉
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
類
似
し
た
の
は
昔
話
の
「
狐
女
房
」
で
あ
ろ
う
。
「
恋
し
く
ば
、
た
づ

ね
来
て
み
よ
、
和
泉
な
る
信
太
の
森
の
恨
み
く
づ
の
葉
」
。
『
大
内
鑑
』
で
も
、

こ
の
名
高
く
、
い
か
に
も
狐
ら
し
い
歌
は
同
じ
く
狐
が
逃
げ
去
る
前
に
残
し
た

書
き
置
き
で
あ
る
。
「
信
太
妻
伝
説
は
「
大
内
鑑
」
が
出
る
と
共
に
、
ぴ
っ
た

り
固
定
し
て
、
そ
れ
以
後
語
ら
れ
る
話
は
、
伝
説
の
戯
曲
化
さ
れ
た
大
内
鑑
を

　
　
　
　
　
　
　

基
礎
に
し
て
い
る
」
と
折
口
信
夫
が
言
っ
て
い
る
。
『
大
内
鑑
』
の
葛
の
葉
以

外
の
狐
が
人
問
と
の
交
渉
は
他
に
劇
関
係
の
物
か
ら
言
う
と
、
河
竹
黙
阿
弥
の

脚
本
の
「
女
化
稲
荷
月
騰
夜
」
に
出
て
く
る
。
牛
久
沼
の
辺
、
水
戸
海
道
の
途

中
に
あ
る
女
化
原
の
伝
説
を
仕
組
ん
だ
も
の
で
、
筋
の
立
て
方
は
『
大
内
鑑
』

に
似
て
い
る
。

　
異
類
婚
姻
謂
と
し
て
、
著
名
な
信
太
妻
の
伝
承
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら
、
し

ば
し
ば
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
『
大
内
鑑
』
は

そ
れ
ら
を
集
大
成
し
た
作
品
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
京
劇
と
歌
舞
伎
に
お
い
て
、
異
類
婚
姻
の
物
語
の
代
表
作
と
し
て
、
『
白
蛇



伝
』
と
『
大
内
鑑
』
は
類
似
点
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
両
者
に
は

内
面
的
な
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
両
者
の
文
学
性
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
両
者
に
は
同
じ
く
神
話
的
モ
チ
ー
フ
が
貫
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
我
々
が

『
白
蛇
伝
』
と
『
大
内
鑑
』
を
面
白
い
と
感
じ
る
の
は
、
そ
の
た
め
だ
け
で
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
面
白
さ
は
何
と
い
っ
て
も
、
先
ず
、
筋
の
複
雑
怪
奇
、

変
幻
自
在
な
設
定
の
仕
方
、
ま
た
、
蛇
と
狐
　
　
二
人
の
美
し
い
ヒ
ロ
イ
ン
に

っ
い
て
、
感
情
も
行
動
も
人
間
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
異
類
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
を
逆
転
さ
せ
、
『
白
蛇
伝
』
と

『
大
内
鑑
』
の
描
く
異
類
は
初
め
か
ら
人
問
な
の
だ
。

　
一
層
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
蛇
と
し
、
狐
と

し
、
超
自
然
の
雰
囲
気
に
包
み
込
ん
だ
と
言
い
た
い
程
で
あ
る
。

　
一
例
と
し
て
、
『
白
蛇
伝
』
の
一
段
　
　
　
「
断
橋
」
、
『
大
内
鑑
』
の
「
安
倍

野
機
屋
の
場
」
（
俗
に
”
機
屋
一
と
呼
ん
で
い
る
）
で
、
葛
の
葉
狐
が
去
る
前

の
場
面
を
取
り
上
げ
る
。

　
「
断
橋
」

　
白
娘
子
は
万
難
を
克
服
し
、
霊
芝
を
盗
み
、
許
宣
の
命
を
救
っ
た
が
、
許
宣

は
生
き
返
っ
て
、
金
山
寺
へ
線
香
を
た
て
に
行
く
。
法
海
和
尚
の
戒
め
に
心
を

動
か
さ
れ
、
家
に
戻
ら
な
い
。
白
娘
子
は
青
児
を
連
れ
金
山
寺
ま
で
法
海
に
許

宣
を
帰
ら
せ
る
よ
う
に
頼
み
に
来
る
。
断
ら
れ
、
仕
方
な
く
、
水
の
精
達
を
集
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め
、
金
山
寺
を
水
浸
し
に
す
る
。
法
海
も
天
兵
を
呼
び
、
白
娘
千
と
闘
う
。
白

娘
子
は
妊
娠
の
た
め
、
体
力
を
減
退
し
、
断
橋
ま
で
逃
げ
て
来
る
。
許
宣
は

「
い
ま
こ
そ
わ
か
っ
た
」
と
金
山
寺
か
ら
、
断
橋
に
や
っ
て
来
る
。
白
娘
子
は

こ
の
時
、
も
う
す
ぐ
分
娩
に
な
る
。
許
宣
に
向
か
っ
て
、
許
の
裏
切
り
を
責
め

な
が
ら
、
許
に
対
す
る
愛
情
を
捨
て
ら
れ
な
い
。
心
境
を
語
っ
て
白
娘
子
が
歌

う
に
は
、

　
訳

　
妻
の
真
情
を
ば
語
り
聞
か
せ
ん
。
妻
は
俗
世
の
女
に
あ
ら
ず
、
も
と
は
峨
媚

に
住
む
蛇
の
精
！
　
た
だ
俗
世
を
見
ん
と
、
山
を
下
り
、
小
青
と
共
に
西
湖
の

畔
へ
来
た
り
。
風
雨
の
湖
中
に
貴
君
を
知
り
て
、
少
年
の
忠
厚
く
し
て
、
瀦
酒

な
る
様
を
愛
す
。
紅
楼
に
契
を
結
び
、
春
限
り
な
き
に
、
な
ん
ぞ
良
縁
の
わ
ざ

わ
い
な
る
を
知
ら
ん
。
端
陽
の
酒
の
後
、
汝
が
命
は
一
線
に
懸
り
、
我
は
仙
山

に
草
を
盗
み
て
、
苦
難
嘗
め
尽
す
。
た
と
え
類
い
は
異
な
れ
ど
、
我
が
情
は
浅

か
ら
ず
、
我
が
腹
中
に
は
更
に
許
家
の
男
児
有
り
。
病
治
り
て
良
心
変
ず
と
は
、

あ
る
べ
か
ら
ず
に
、
法
海
の
底
無
し
船
に
乗
り
行
き
ぬ
。
汝
の
帰
り
を
望
め
ど
、

見
る
を
得
ず
、
五
日
五
晩
、
待
た
ぬ
日
の
あ
ら
ん
や
。
憐
む
べ
し
、
涙
は
我
が

枕
を
遍
く
濡
ら
し
、
憐
む
べ
し
。
我
が
鴛
鳶
の
夢
、
醒
め
て
、
た
だ
愁
い
を
増

す
の
み
。
汝
を
尋
ね
、
金
山
の
寺
院
に
到
る
も
、
た
だ
夫
婦
の
よ
き
日
を
取
り

戻
さ
ん
が
た
め
、
も
し
小
青
の
必
死
の
戦
い
無
く
ば
、
我
が
腹
中
の
嬬
児
す
ら

保
ち
難
し
。
小
青
の
怒
る
を
怪
し
む
こ
と
な
か
れ
。
誰
が
是
か
誰
が
非
か
、
御
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自
分
に
問
う
て
下
さ
い
。

　
「
断
橋
」
は
『
白
蛇
伝
』
の
中
で
、
特
に
波
潤
に
富
ん
だ
一
段
で
あ
る
。
白
娘

子
は
こ
の
歌
の
中
で
初
め
て
、
本
心
を
夫
に
語
る
。

　
一
方
、
戸
板
康
二
は
『
大
内
鑑
』
に
つ
い
て
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

伝
統
が
古
い
だ
け
に
、
文
学
と
し
て
も
卓
抜
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

　
葛
の
葉
の
せ
り
ふ
を
み
て
み
よ
う
。

　
「
安
倍
野
機
屋
の
場
」
蔦
葉
　
ア
、
恥
ず
か
し
や
、
あ
さ
ま
し
や
。
年
月
包

み
し
甲
斐
も
無
う
、
お
の
れ
と
本
性
顕
わ
し
て
、
妻
子
の
縁
も
こ
れ
ぎ
り
に
、

別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
品
と
な
る
。
父
御
に
か
く
と
言
い
た
い
が
、
互
い
に
顔
を
合

わ
せ
て
は
、
身
の
上
語
る
も
面
伏
せ
。
御
身
寝
耳
に
聴
き
覚
え
、
我
は
真
は
人

問
な
ら
ず
。
六
年
以
前
信
田
に
て
、
悪
右
衛
門
に
狩
り
出
さ
れ
、
死
ぬ
る
命
を

保
名
殿
に
助
け
ら
れ
、
再
び
花
咲
く
蘭
菊
の
、
千
年
近
き
、
剰
え
我
ゆ
え
に
、

数
カ
所
の
手
疵
を
受
け
給
い
、
生
害
せ
ん
と
給
い
し
、
命
の
恩
を
報
ぜ
ん
と
、

葛
の
葉
姫
の
姿
と
変
じ
、
庇
を
介
抱
、
自
害
を
止
め
、
夫
の
大
事
さ
大
切
さ
、

殊
に
お
こ
と
を
儲
け
し
よ
り
、
今
別
る
・
と
も
、
父
御
前
の
業
で
も
な
く
、
も

と
よ
り
名
を
か
り
姿
を
か
り
し
、
葛
の
葉
殿
に
、
思
は
れ
ど
も
恨
み
は
な
し
。

真
の
母
と
親
し
ま
ば
、
手
習
い
学
問
精
出
し
て
、
さ
す
が
は
父
の
子
ほ
ど
あ
る
。

器
用
も
の
と
褒
め
ら
れ
て
た
も
。
何
を
さ
せ
て
も
堵
あ
か
ぬ
、
道
理
よ
、
常
々

父
御
の
お
詞
に
も
、
虫
け
ら
の
命
を
取
る
。
様
な
も
の
に
は
な
る
ま
い
と
、

た
“
仮
初
の
お
叱
り
も
、
母
が
狐
の
本
性
を
受
け
継
い
だ
る
が
浅
ま
し
や
と
、
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胸
に
釘
針
刺
す
ご
と
く
、
何
ぼ
う
悲
し
か
り
っ
る
に
、
成
人
の
後
か
な
ら
ず
、

無
益
の
殺
生
し
や
ん
な
。
せ
め
て
そ
な
た
の
乳
離
れ
す
る
ま
で
、
側
に
居
て
育

て
た
い
と
は
思
え
ど
も
、
我
が
身
の
素
性
し
れ
た
れ
ば
、
と
て
も
こ
の
家
に
長

居
は
な
ら
ず
、
夢
み
た
よ
う
な
別
れ
な
れ
ば
、
さ
だ
め
て
後
で
は
、
乳
を
さ
が

し
て
泣
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
し
ょ
せ
ん
泣
い
て
も
返
ら
ぬ
こ
と
、
せ
め
て

名
残
り
に
た
“
一
筆
、
そ
う
じ
ゃ
、
そ
う
じ
ゃ
。
こ
れ
が
別
れ
か
、
ハ
ァ
、
。

童
子
　
母
さ
ん
イ
の
う
。

葛
葉
　
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
、
ね
ん
ね
ん
こ
。
今
が
別
れ
か
、
ハ
ァ
、
悲
し
や
な
ア
。

　
葛
の
葉
の
夫
や
子
へ
の
断
ち
切
り
が
た
い
情
愛
と
、
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
痛
切
な
思
い
が
、
我
々
の
涙
を
誘
う
。
こ
の
場
面
は
『
白
蛇
伝
』
の
最
後
に

白
娘
子
が
法
海
に
金
鉢
に
埋
め
ら
れ
る
前
、
夫
や
子
へ
の
思
い
を
「
私
は
許
宣

に
心
を
引
か
れ
、
ふ
ら
ふ
ら
と
恋
慕
の
心
や
み
が
た
く
、
つ
い
に
、
天
の
淀
を

犯
し
ま
し
た
が
、
人
殺
し
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
何
と
ぞ
お
慈
悲
を
」
と
泣
い
て

訴
え
る
と
こ
ろ
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。

　
白
娘
子
と
葛
の
葉
は
心
の
赴
く
ま
ま
に
人
問
を
愛
し
、
別
れ
に
は
悲
し
み
、

確
か
に
人
間
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
白
娘
子
（
蛇
）
が
仙
山
で
霊
芝
を
盗

ん
だ
り
、
葛
の
葉
（
狐
）
が
出
て
危
難
を
救
っ
た
り
、
妖
異
の
も
の
ら
し
い
超

自
然
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
時
に
は
花
を
添
え
る
こ
と
に
な
る
。
『
白
蛇
伝
』
と

『
大
内
鑑
』
の
作
者
は
白
娘
子
と
葛
の
葉
を
人
間
の
よ
う
に
描
き
な
が
ら
、
決

し
て
、
そ
の
素
性
を
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
間
プ
ラ
ス
異
類



の
魅
力
　
　
こ
の
異
類
婚
物
語
の
独
特
の
魅
力
に
取
っ
て
変
わ
る
も
の
が
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
魅
力
は
文
学
的
に
肉
付
け
さ
れ
た
も
の
、
い
わ
ゆ
る
文
学
性

か
ら
、
生
ま
れ
た
と
言
っ
て
も
、
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。

　
次
に
、
両
者
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
う
。

　
白
娘
子
と
葛
の
葉
は
い
か
に
も
人
問
ら
し
く
、
時
々
異
類
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
さ
せ
る
が
、
『
白
蛇
伝
』
と
『
大
内
鑑
』
の
作
者
は
ど
こ
ま
で
も
人
問
で
な

く
、
「
異
類
」
を
描
い
て
い
る
。
で
は
、
異
類
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。

人
問
と
そ
っ
く
り
な
の
に
、
実
は
蛇
だ
っ
た
り
、
狐
だ
っ
た
り
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
白
娘
子
と
葛
の
葉
の
魅
力
は
、
そ
の
正
体
と
結
び
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
首
尾
一
貫
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
『
白
蛇
伝
』
と
『
大
内

鑑
』
は
蛇
と
狐
そ
の
も
の
の
持
つ
魅
力
、
と
り
わ
け
、
そ
の
異
類
の
性
質
を
抜

き
に
し
て
は
成
立
し
な
い
物
語
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
普
通
の
世
話
女
房
の
情
愛

に
重
点
を
置
き
、
異
類
と
人
問
と
の
愛
情
を
描
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

白
娘
子
と
葛
の
葉
は
影
が
濃
く
、
心
に
残
る
存
在
で
あ
る
。
普
通
の
世
話
女
房

よ
り
、
逢
か
に
真
実
で
、
生
き
生
き
と
し
た
女
の
姿
で
あ
る
と
思
え
る
。
作
者

は
真
実
の
女
性
の
姿
を
と
ら
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
異
類
の
女

性
の
身
の
こ
な
し
は
ど
こ
ま
で
も
自
由
で
、
し
な
や
か
で
あ
る
。
人
間
ら
し
く

自
由
に
伸
び
伸
び
振
る
舞
う
た
め
に
は
、
人
問
で
な
い
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
『
白
蛇
伝
』
と
『
大
内
鑑
』
の
作
者
に
と
っ
て
、
人
問
は
、
そ
れ

程
に
不
自
由
な
も
の
、
非
人
問
的
な
こ
の
世
の
仕
組
み
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
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っ
た
存
在
と
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
束
縛
を
脱
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で

は
、
異
類
ほ
ど
「
人
間
ら
し
い
」
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
白
蛇
伝
』
と
『
大
内
鑑
』
の
最
後
の
段
を
比
べ
な
が
ら
、
ヒ
ロ
イ
ン
の

「
人
間
ら
し
さ
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
『
白
蛇
伝
』
の
最
後
の
段
　
　
　
「
祭
塔
」
で
は
、
白
娘
子
は
金
山
寺
で
法
海

和
尚
に
負
け
、
金
鉢
に
収
め
ら
れ
、
雷
峰
塔
の
下
に
埋
め
ら
れ
た
。
数
年
後
、

そ
の
子
　
　
許
仕
林
が
大
き
く
な
り
、
立
身
出
世
し
、
「
状
元
」
に
な
り
、
郷

里
に
帰
る
。
親
の
こ
と
を
聞
き
、
雷
峰
塔
の
前
で
、
母
を
祭
る
。
白
娘
子
が
現

れ
、
姿
を
見
せ
、
泣
き
な
が
ら
往
事
を
語
る
。
そ
の
後
ま
た
、
悲
し
み
な
が
ら

別
れ
る
。
そ
の
歌
は
、

　
訳

　
涙
は
声
に
先
立
ち
、
仕
林
児
、
私
の
子
よ
、
よ
く
お
聞
き
。
…
…
母
さ
ん
は

黒
い
雲
に
つ
っ
ま
れ
た
月
、
瓦
の
上
に
あ
る
霜
で
、
日
の
出
を
待
っ
て
い
る
。

母
さ
ん
は
切
れ
た
琴
の
糸
、
東
海
に
流
れ
た
水
の
よ
う
に
も
う
戻
れ
な
い
の
だ
。

私
の
子
が
状
元
に
う
か
っ
た
こ
と
は
母
さ
ん
の
慰
め
だ
。
私
の
子
が
家
族
の
光

栄
で
あ
る
よ
う
母
さ
ん
は
祈
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
大
内
鑑
』
の
最
後
の
段
　
　
「
信
田
の
森
の
場
」
で
は
、

葛
葉
　
誠
の
姿
あ
ら
わ
し
て
、
お
目
に
か
・
る
も
恥
ず
か
し
け
れ
ど
、
コ
レ
童

子
、
よ
う
聞
き
や
。
野
干
の
子
と
て
侮
う
る
・
な
。
身
の
上
長
く
守
る
べ
し
。

名
残
り
は
尽
き
じ
、
は
や
、
お
さ
ら
ば
。
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白
娘
子
と
葛
の
葉
は
自
分
の
子
供
の
前
に
、
姿
を
現
し
、
悲
し
み
な
が
ら
、

本
音
を
吐
く
。
こ
の
別
れ
る
際
の
悲
痛
な
叫
び
が
哀
れ
を
感
じ
さ
せ
、
「
人
問

ら
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
窮
屈
に
感
じ
ら
れ
る
程
で
あ
る
。
白
娘
子
と
葛
の
葉

の
人
間
像
こ
そ
、
我
々
の
感
情
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
意
味
で
は
、
『
白
蛇
伝
』
と
『
大
内
鑑
』
は
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

三
、
ま
と
め

　
異
類
婚
姻
謂
が
中
国
と
日
本
の
古
典
文
学
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
に
つ
い
て

の
考
察
を
出
発
点
に
し
、
中
国
と
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
作
、
京
劇
『
白
蛇

伝
』
、
歌
舞
伎
『
蔵
屋
道
満
大
内
鑑
』
、
更
に
、
異
類
婚
の
範
晴
に
入
ら
な
い
が
、

日
本
の
近
世
文
芸
に
相
当
影
響
を
与
え
た
特
殊
な
存
在
、
『
白
蛇
伝
』
と
共
通

の
要
素
を
持
っ
歌
舞
伎
『
娘
道
成
寺
』
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
三
っ
の
作
品
の

根
底
に
横
た
わ
る
の
は
、
仏
教
的
モ
ラ
ル
を
越
え
た
愛
情
を
実
ら
せ
る
、
あ
る

い
は
人
問
と
異
類
が
幸
せ
な
家
庭
を
築
く
と
い
っ
た
破
綻
の
な
い
結
末
を
取
る

こ
と
は
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
前
提
で
あ
る
。
白
娘
子
と
葛
の
葉
と
白

拍
子
は
そ
れ
ぞ
れ
、
本
来
の
文
学
作
品
に
お
い
て
の
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
戯
曲
の

中
で
変
え
ら
れ
た
。
白
娘
子
と
葛
の
葉
は
異
類
で
あ
り
、
白
拍
子
は
執
心
に
よ

り
異
類
に
変
身
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
情
を
寄
せ
ら
れ
、
感
動
を
覚
え
ら

れ
、
ひ
た
す
ら
な
愛
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
積
極
的
な
女
性
の
姿
で
、
舞
台
に
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定
着
で
き
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
よ
っ
て
き
た
る
原
由
を
考
え
る
に
、

そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
話
の
担
い
手
が
民
衆
で
あ
り
、
’
天
の
捷
と
か
、

仏
教
的
モ
ラ
ル
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
か
な
り
自
ら
の
内
的
欲
求
に
忠
実
な
女
性

観
が
民
衆
の
心
底
に
あ
っ
た
が
た
め
で
あ
ろ
う
。
人
問
社
会
に
お
け
る
厚
い
封

建
の
壁
の
中
で
、
暮
ら
し
て
き
、
束
縛
か
ら
脱
け
出
し
た
い
民
衆
に
と
っ
て
、

こ
の
ほ
う
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
単
純
な
伝
説
と
神
話
、
い
わ
ゆ
る
昔
話
か
ら
、
古
典
文
学
作
晶
に
お
け
る
変

容
を
経
て
、
更
に
、
戯
曲
に
お
い
て
定
着
し
た
異
類
婚
は
、
中
国
と
日
本
の
そ

れ
ぞ
れ
の
文
学
土
壌
で
、
互
い
に
違
う
色
彩
を
色
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
共
通

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
多
い
。

　
異
類
婚
姻
謂
が
戯
曲
に
残
し
た
足
跡
は
極
め
て
独
特
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
他
の
題
材
の
作
品
に
比
べ
、
数
的
に
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
独
特
な
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
戯
曲
文
学
に
占
め
る
重
要
な
位
置
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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